
令和 6 年 7 月 17 日実施

令和7年度専攻科入学者選抜学力検査問題

【専門科目】経営工学

（配点）

m]
一

回

50 点

50 点

（注 意）

1 問題用紙は指示があるまで開かないこと。

2 問題用紙は1ページから4ページまで， 解答用紙は2枚である。

検査開始の合図のあとで確かめること。

3 答えは， すべて解答用紙の枠内に記入すること。

4 解答用紙の総得点欄および得点欄には記入しないこと。

5 計算用紙は本冊子から切り離さないこと。



□ 次の線形計画法の問題を解きなさい。

ある企業では原材料A,B,Cを使い、 製品 P1,P2 を生産している。

凡を1単位生産するのにAを4単位、Bを2単位、Cを5単位使用し、

P2 を1単位生産するのにAを6単位、Bを4単位、Cを2単位使用している。

A,B,Cはそれぞれ総量180単位、80単位、160単位まで使用でき、

1単位当たりの利益は P1 が6万円、 P2 が10万円である。

P1 ，いの生産量をそれぞれx1, X2とするとき、 利益を最大にするには

それぞれの最適生産量を求めなければならない。

この問題に関する次の問い (1)~(3) を答えなさい。

(1) 利益を z とおくとき、 利益最大化の目的関数となる

Z= ( ① ） の式をxゎ ゎを使って答えなさい。

(2) A,B,Cの使用量に関する制約式を金工書きなさい。

(3) P1，圧の最適生産量が求められた時、 その利益はいくらになるか。 答えなさい

（利益のみでよい）。

（令和 7 年度専攻科【専】経営工学）
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〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】経営工学）
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回次のスケジュ ーリング問題について答えなさい。
(1) 次の表（作業リスト）に示すようなプロジェクトのアロー・ダイヤグラムを書きなさい。

表．作業リスト
作業名 先行作業 所用日数 作業名 先行作業 所要日数

A なし 2 F E 3 

B なし 3 G D 2 

C A,B 4 H F,G 4 

D C 5 ＼ ＼ ＼ 
E C 3 ＼ ＼ ＼ 

(2) 上記の表のような作業リストを用いてアロー ・ ダイヤグラムを作成する手法を

何と呼ぶか答えなさい（略称可）。

(3) クリテイカル ・ パスにおける作業を順に並べなさい。

(4) (3)のクリティカル・パスにかかる日数を答えなさい。

（令和7年度専攻科【専】経営工学）
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〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】経営工学）
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令和 6年7 月 17日実施

令和7年度専攻科入学者選抜学力検査問題

【専門科目】経営管理論

（配点）

田
一

回

60 点

40 点

（注 意）

1 問題用紙は指示があるまで開かないこと。

2 問題用紙は1ページから4ページまで， 解答用紙は2枚である。

検査開始の合図のあとで確かめること。

3 答えは， すべて解答用紙の枠内に記入すること。

4 解答用紙の総得点欄および得点欄には記入しないこと。

5 計算用紙は本冊子から切り離さないこと。



囚 下 記の経営管理に関する文に対し， 該当する語句を下から選び， その記号を記入せよ．

1)企業経営において重要成功要因と呼ばれる目標達成のため決定的に重要な要因のこと

2)企業が保有している資源の有効性について分析するためのフレー ムワークのこと

3)企業間における商取引のこと

4) マー ケティング・ミックスとも呼ばれる， 製品（商品）・価格・流通・販売促進の頭文字

をまとめたもの

5)企業経営において経営方針や事業計画などに最終的な責任を負う役職のこと

6)開発途上国を中心とする低所得層を対象とした持続可能性重視のビジネスモデルのこと

7)電子商取引と呼ばれる， ネット通販のようにインタ ーネット上で売買すること

8)企業の内部環境と外部環境をプラス面 およびマイナス面から 分析する方法のこと

9)企業と一般消費者 間の商取引のこと

10)品質管理と呼ばれる， 製造業において製品の品質を一定水準に保つ活動のこと

11)企業における研究開発活動のこと

12)重要業績評価指標と呼ばれる企業が目標の達成度を評価するための指標のこと

13)企業活動の目標を達成するため， ビジネスプロセスを再設計すること

14)原材料や部品などの供給業者から 最終消費者までの業界の流れにおいて全体最適を図る

手法のこと

15) M. Porterにより提唱された業界の収益に影響を及ぼす要因・競争要因を明らかにするた

めのモデルのこと

16)政治・経済・社会・技術の観点から企業のマクロ環境分析を行う分析フレー ムワークのこ

と

17)企業において主に情報戦略や管理などに最終的な責任を負う役職のこと

18)ヒトという資源の有効活用を目的とした体系的な仕組みのこと

19)業務を継続的に改善するための手法の一つで，計画→実行→評価→改善を繰り返すことで

改善を目指す方法のこと

20)ヤフォクやメルカリのようなユ ーザとユーザの取引によって生まれる商取引のこと

A : 4Ps B : 5Forces C : B2B D : B2C E : B2B2C F : BPR G : C2C

H:CEO 1:c10 J:CSF K:Ec L:GDP M:HRM N:KPI Q:MBO

P : 020 Q : PDCA R : PEST S : VRIO T : QC . U : R&D V : BOP

w:scM x:swoT y:vc z:woM
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（令和7年度専攻科【専】経営管理論）



〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】経営管理論）
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回次のPPM分析に関する以下の設問に答えよ．

1) PPMは英語略称であるが， これをフルスペリングした場合の読み方をカタカナで記せ．

2) PPMはBCGのブルース• D・ヘンダー ソンによって提唱されたとされているが， BCG

とは何の略称か， 上記 1) 同様カタカナで記せ．

55

心→

下図のA, B, C, Dの領域はPPMにおいてどのように呼ばれているか記せ．

高
A
 

c

市
場
成
長
率

10% 

D

低

高 低

相対的市場占有率

下の表は任意の企業が保持している事業における市場シェア， 各業界の上位企業の市場

シェアおよび， 市場成長率を示している． PPMにあてはめ， 各事業が上図のどこに属す

るのか， AからDの記号を記した上で， 最適なキャッシュフロ ーマネジメントを考える

と， 各事業をどのようにすればよいか述べよ．

自社売上高 自社シェア P社 Q社 R社 s社 T社 市場成長率

x 事業 40,000,000 30% 15% 20% 10% 5% 

Y事業 30,000,000 20% 40% 10% 15% 

z 事業 20,000,000 10% 20% 50% 8% 4% 

（令和7年度専攻科【専】経営管理論）
. 3. 



〔計 算 用 紙〕

（令和7年度専攻科【専】経営管理論）
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